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１． はじめに 

1.1 研究目的 

近年、子どもをめぐる生活環境の急激な変化により、子どもの心とからだの様々な問題が顕在化し

ている。とりわけ子どもの生活から「仲間と群れて行う運動遊び」が減少し、そのことが、体力や運

動能力低下のみならず、心とからだのアンバランスを生みだし、さらにはコミュニケーション能力低

下にもつながっていると考えられる。 

こうした状況を踏まえ、平成 10 年度告示の新学習指導要領における体育科の目標には、「心と体を

一体として捉える」ことが強調され、「体ほぐしの運動」とともに、表現運動・ダンス領域に「リズム

ダンス（小学校）」「現代的なリズムのダンス（中学校・高等学校）」（以下リズムダンスとする）が新

たに導入された。学習内容の厳選という今回の改訂にあって、このように表現運動・ダンス領域（以

下ダンスとする）における内容の広がりは、ダンスの学習が「心と体の一体化」という今回の改訂の

趣旨を生かす内容であり、リズムダンスは「体ほぐしの運動」との関連でその可能性が期待されてい

るからである。更に、このことは、現在社会で多種多様なダンスが多くの人々に享受されている生涯

学習の方向に対応したものと捉えられる。 

リズムダンスは、ロックやサンバ、ヒップホップなどの現代的なリズムにのって自由に踊るのが楽

しいダンスである。リズムに誘発されリズムを共有して踊る楽しさは、人間の始原的な「律動の快感」

に根ざしており、リズムダンスが「踊る原点」として幼年期から学校期、更には高齢者にまで通ずる

可能性を持つと考えられる。 

 生涯スポーツ時代を迎えた今日、学校卒業後の人生を見据えた教育内容の検討を行う必要性が叫ば

れて久しい。近年は、中でも、女性のスポーツ活動参加者は増加の一途を辿り、男女共同参画社会実

現の構想とあいまって普及・振興策が望まれるところである。 

女性が取り組むスポーツ活動の中で、特にダンスは高齢者・寝たきり老人までをも対象にした身体

活動として独自の意義を有していると考えられる。なぜなら人間の直接的な触れあいを伴う身体活動

が減少する時代にあって、ダンスは、①誰でも・どこでも・からだひとつで始められる、②希薄にな

りがちな人間同士のかかわりを豊かにする可能性を持っている、③からだの調整を行い健康維持にも

貢献する等々、ダンスが果たすことのできる役割は大きくなってきているからである。 
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本研究は、このような社会におけるダンスのニーズに応えるために、幼児から高齢者まで人間の一

生涯を視野に入れたダンス・カリキュラムを検討することを目的にしている。とりわけリズムが人の

からだと心を弾ませることをダンスの原点としておさえ、ダンスの学習指導内容を構築していこうと

する研究であることに特徴がある。また、新学習指導要領において、小学校から高校までダンスの学

習内容にリズム系ダンスが主内容として位置づいたことに対応できるダンス・カリキュラムの実践

的・縦断的な研究から得た成果は、既に完全実施に入った新学習指導要領の展開をどのようにするべ

きか模索中の教育現場に貴重な資料を提供すると共に、広く社会体育の指導者にも貴重な資料を提供

することになると考える。 

そこで、本研究では、心とからだを開き、リズムにのせて「心とからだを弾ませる」リズムダンス

の魅力（特性）を捉え直すとともに、保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校・養護学校・社会

体育へと縦断的な実践を通して、ダンス・カリキュラムにおけるリズムダンスの意義と位置づけを明

らかにすることを目的とする。 

なお、本研究では、生涯学習という観点から、社会体育においても「学習」と捉えた。 

  

1.2 リズムダンスに関する理論的な前提 

1.2.1 リズムダンスの特性 ―学習指導要領におけるリズムダンスの位置づけ― 

新学習指導要領における表現運動・ダンス領域の内容は、従前からの「表現・創作ダンス」と「フ

ォークダンス」に、「リズムダンス（小学校）・現代的なリズムのダンス（中学校・高等学校）」を新た

に加えた３つで構成されることになった。その学習指導では、それぞれのダンスの特性（楽しさ）に

触れ、生涯学習に向けて「いつでも、どこでも、誰とでも」踊りを自発的に楽しめる力を育んでいく

ことがねらいとなる。 

 リズムダンスは、「ロック、サンバ、ヒップホップなどの現代的なリズムにのって、リズムの取り方

や動きを工夫したり、仲間との交流の仕方を工夫したりして、全身でリズムをとらえて自由に踊るの

が楽しいダンス」（学習指導要領解説・体育編）である。このように、リズムダンスは、今回の改訂で

その名称とともに特性が初めて定義され、主内容（単元の内容）として位置づけられた。 

戦後から今日に至る学習指導要領の変遷を概観すると、ダンス領域の名称も内容も様々な変化を経

ながらも、この間の内容は総じて「表現系」と「フォークダンス系」の２つで構成されてきた。そこ

に今回新たにリズムダンスが導入され、ダンス教育の新たな歩みがスタートしたことになる。 

リズムダンスは、社会でのダンスブームを反映して児童・生徒にも身近で関心が高いダンスであり、

これまでもダンスの授業の導入や運動会のダンスなどの様々な場面で実践されてきている。こうした

実践の積み重ね（検証）が今回の導入につながったといえるだろう。同時に、「リズムダンス」や「現

代的なリズムのダンス」という名称もここ数年で市民権を得てきていると考えられる。 

その一方で、リズムダンスに対するイメージは様々であり、エアロビック・ダンス、リズム体操と

いった類似の内容との区別も不明確なままに使われているのが現状である。また、導入から数年経た

現在、学校においてリズムダンスの取り組みは飛躍的に増加し大きな成果をあげている反面、教師の

方で振り（動き）を与えてしまったり、難しい動き作りに追い込んだり、といった実践段階での問題

も多く見られる。その多くが、リズムダンスの特性や内容の理解が不十分なための授業への迷いや誤

解からきていると思われる。 
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 そこで、「リズムダンスとは何か？」、その特性と内容を明確にすることから学習としてのリズムダ

ンスを鮮明にしていく必要がある。 

 そもそもリズムダンスは、現代に息づき楽しまれている種々のリズム系ダンスの総称であり、特定

のダンス・スタイルを指すものではない。 

 どの時代にもつい踊り出したくなる状況で若者を中心に自然発生するダンスがある。「ロック、サン

バ、ヒップホップ」といった現代的なリズムのダンスは、時代の「今」の感覚と踊りへの始原的なエ

ネルギーから生まれた自由なダンスである。これらの「現代的なリズム」の音楽に共通している特徴

は、いずれもメロディーよりもリズム（ビート）が主導的な役割を担っていることである。リズムに

誘発されリズムを共有して踊る楽しさは、人間の根源的な「律動の快感」に根ざしており、これが「踊

る原点」としてのこのダンスの重要な側面である。 

  

1.2.2 リズムダンスの学習内容  －リズムや音楽の分類と選曲の視点－ 

 リズムダンスは、音楽との関係が深く、選曲が授業づくりの最大のポイントとなる。何故なら、取

り上げるリズムの特徴やテンポ・曲調などによって、のり方や動きもおのずと変わってくるし、表現・

創作ダンスにおいて表現の題材やイメージが内容のてがかりになるのに対して、リズムダンスの学習

においては、リズムや音楽が内容を決め出す視点になるからである。 

 今回、学習指導要領では、現代的なリズムとして「ロック、サンバ、ヒップホップ」が例示されて

いる。現在、これらの音楽もダンスも多様化しているが、現代的なリズムとしての音楽の範囲は、お

およそ1950年代に生まれた８ビートを基調としたロックンロール（現在では広くロックと呼ばれる）

以降のものを指している。いずれも強いビート（打ち込み）と体を乗せやすいアフタービート（後打

ちのリズム）が特徴と考えれる。また、サンバは流行のリズムではないが、ロックと同じ特徴をもち、

現在、より現代的な音のアレンジがされている曲が多いことから例示に挙げられている。いずれも、

ビート主体のアフリカのリズムを起源とし、体幹部（おへそ）でとるリズムが特徴となっている。 

 

1.2.3 発達に応じたリズムダンスの学習指導の重点 

 学習指導要領では、小学校が「リズムダンス」、中学・高校が「現代的なリズムのダンス」と、両者

の名称が異なっている。しかし、名称は異なってもその特性と「現代的なリズム」として取り上げる

音楽の範囲も基本的に同じである。異なっているのは、子どもの発達や学習経験に応じて、指導の重

点（特性の捉え方）が変わってくるという点である。 

 幼稚園や小学校では、のり方が易しくて弾んで踊れる軽快なロックやサンバのリズムを中心に取り

上げ、リズムにのって「弾んで踊る」体験を中心に、いろいろなリズムで友達と自由に関わって即興

的に踊る活動を大切にしたい。 

中学・高校へと学習経験が進むにつれ、小学校で経験したロックやサンバのリズムに加えて、のり

方のやや難しいヒップホップなどのリズムを取り上げてリズムのレパートリーを更に広げたり、好き

なリズムや曲を選んで一曲にオリジナルの振り付けを工夫する（オリジナルダンスづくり）といった

学習の発展が考えられる。 

このように発達に応じて学習は発展するが、共通して大切にしたいことは、リズムダンスの特性と

の関係で重要な「リズムにのって－自由に－友達と関わって」踊るという３つを軸とした授業である。 
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２．研究方法 

2.1 研究の経過と実践対象 

本研究グループは、３年前より「リズムダンス」に関心を持ち、リズムダンスが心とからだに及ぼ

す影響等を考え、幼児教育・学校体育、特殊教育、更には社会体育の場において実践・研究を進めて

きた。平成 15 年度からは、体育の学習におけるリズムの概念を見直しつつ、本研究のテーマ「生涯

学習に向けたダンス・カリキュラムに関する縦断的研究―心とからだが弾むリズムダンスの指導を中

心にー」のもとに、発達段階を踏まえた 7 つの部会に分かれてリズムダンスの特性を生かした実践的

研究に取り組んだ。 

表１は、7 つの部会における研究対象（校園）と実践の期間をまとめたものである。 

  研究の進め方は、7 部会合同の定例研究会（毎月第３木曜日）において、リズムダンスの基本的な

考え方や実践方法について検討し、それを受けて各部会で随時、話し合いを重ねてきた。各部会の研

究は、それぞれ部長及び授業者（本研究の共同研究者）を中心に、研究発表者、研究部員と協力しな

がら進めた。また、全体の研究の方向を明確にするために、全体研修会を年間３回行った。更に、具

体的に提案授業につなぐために、各部会において、2001 年、2002 年は１回ずつ提案授業を行い、研

究のまとめとなる 2003 年は、提案授業も含めた複数校で授業研究会を行った。 

なお、この 3 年間の研究の成果は、第 37 回全国女子体育研究大会・佐賀大会において発表し、幼

児から高齢者に至る人々が、心とからだを解放し、生き生きと響きあって踊る授業の姿を全国に向け

て提案した。 

  

表１ 各部会の実践対象と期間   

 対 象 校  対 象 

 

 実 践 の 期 間 

 

幼稚園 

保育園 

 

佐賀女子短期大学付属ふたば幼稚園  

岩松保育園 

 

４歳児  24名 

４歳児 

 

10／6～11／28 29時間 

年間を通して 

小

小学校 

 

佐賀市立開成小学校 

 

佐賀市立赤松小学校 

５年生 39名 

３年生 37名 

５年生 32名 

10／8～11／7 8時間 

11／8～11／30 5時間 

5／6～ 5／30 6時間 

 

中学校 

 

佐賀市立城北中学校  

 

三日月町立三日月中学校 

 

２年生 25名 

＊前半・後半クラス 

２年生 36名 

9／17～11／7 10時間 

 

9／10～10／30 必修 10時間 

 

高等 

学校 

佐賀県立佐賀北高等学校    

 

佐賀県立厳木高等学校 

 

２年生 80名 

１年生 38名 

３年生 

10／20～12／12 18時間 

9／16～10／10 

10／13～12／18 交流 

 

養護 

学校 

佐賀県立大和養護学校  

 

佐賀北部養護学校 

小学部 37名 

後頭部 12名 

重複  １名 

4／17～7／11 30時間 

週２回 木・金曜日 

9／11～11／7 20時間 

 

短大・ 

大学 

佐賀女子短期大学  

 

佐賀短期大学 

１年生 40名 

 

２年生 40名 

10／1～10／31 ４時間 

5／12～5／26 ４時間 

5／10～5／26 ４時間 

社会 

体育 

佐賀県リズムダンス研究会 

社会体育グループ 

アップルパイ，金立，巨勢 他 

70名 他 

 

1年間 週４回（１回１，５時間） 

10年～13年間の 経験あり 
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2.2 各発達段階における授業の構想 

各部会の指導計画（年間カリキュラム・単元計画）の作成にあたっては、前章で述べたリズムダ

ンスの特性、学習内容の基本的な考え方を踏まえ、各発達段階における対象者の特性が生きるよう

に工夫するとともに、縦断的につながりを持たせるように具体的な授業を構想した。 

各部会における指導計画作成のねらいとポイントを次のように押さえた。 

 

［幼稚園・保育園部会］ 

ねらい ：生活の中で音楽を手がかりにリズムやイメージを自由に感じてからだいっぱいに踊る。 

ポイント：年間を通して、子どもの「遊び心」と「遊ぶからだ」を大切にし、様々な角度から関わ

りを持たせ、遊びを豊かに体験させる。 

［小学校部会］ 

ねらい ：リズムが変われば、動きが変わる。リズムにのって踊る中で、仲間と主体的に関わる姿

が見られ、自然に動きのバリエーションが出てくる。 

   ポイント：即興中心の学習過程を工夫し、リズムにのって弾んで踊ることを中心に、１単位時間の

中でリズムの特徴のとらえ方にふれさせる。認め合う場（学習形態）を工夫する。 

 ［中学校部会］ 

  ねらい ：思わず踊りたくなるような音楽が、心やからだを解きほぐす。音楽からリズムを感じ、

自由な発想で曲調（イメージ）を捉えて踊り、踊りで交流し合えるようにする。 

      ポイント：色々なリズムの特徴を捉えて踊る楽しさを味わわせる学習過程、リズムダンスから創作

ダンス（表現）へのつながりを見通した 3 年間のカリキュラム、交流会の工夫 

 ［高等学校部会］ 

 ねらい ：音楽が流れたら、誰とでも自由に踊り出すことが出来、更に自分の好きなリズムと音楽

を選んでオリジナルダンスを工夫できる。 

 ポイント：リズムにのって踊る楽しさと崩して踊る楽しさ、創って踊る楽しさまで仲間を通して味

わっていけるように３年間を見通したカリキュラムを作成する。  

 ［特殊教育諸学校部会］ 

  ねらい ：一人ひとりの特性や思いを大切にして、みんなで活動する楽しさを味わい、より積極的

に運動に関われるようにする。 

 ポイント：縦割り集団を作り、指導者も一緒にふれあいながら、味わわせたい運動の楽しさがより

高まるようにする。音楽によって気持ちと活動がつながるようにする。 

 ［短大・大学部会］ 

 ねらい ：音楽からイメージを膨らませ、友達との関わりの中から自分を見つめ、自己表現できる。 

        ポイント：ほぐしの運動で、仲間と十分に関わり、自由な雰囲気の中でイメージや動きを出し合い

ながら、新しいダンスを作り上げるようにする。 

 ［社会体育部会］ 

 ねらい ：生きている喜びとして、踊り、笑い、仲間になることができる。 

 ポイント：１単位時間の中に、言葉かけを工夫し、一緒に踊る事を通して、動く喜び、笑える喜び、

語り合える喜びを味わわせられるような活動内容にする。 
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ごっこ遊び 

・ 海賊ごっこ 

・ 探検ごっこ 

（宝探し、虫探し） 

表現遊び 

・ 曲のお話に沿って、 

いろいろなものに変身してな

りきって踊る。 

（波・海の生き物・海賊・ 

船長） 

 リズム遊び 

・『ひょっこりひょうたん島』の音楽に合わ

せて弾んで踊る。 ・歌をうたう。 

 

造形遊び 

・ 衣装作り 

・ 変身グッズ作り 

（剣、双眼鏡、望遠鏡、眼帯） 

・ 宝作り（宝物、宝箱、地図） 

・ 魚、釣竿作り 

・ 船、島、海作り 

・ 砂、水遊び 

・  

・  

 

 

・すぐに遊びだせるような環境

を準備する。 

・一人ひとりの思いや考えを受

けとめる。 

・友だちと一緒に遊びを楽しめ

るようにかかわっていく。 

３．各発達段階における実践の結果と考察   

 3―1 幼稚園・保育園部会 

（1）保育の概要  

①公開保育 ふたば幼稚園 4 歳児 24 名 『森に遊びに行こう』（表現遊び） 

  ②研究発表 岩松保育園 『バスごっこ』、『ひょっこりひょうたん島』（表現遊び・リズム遊び） 

③下図のように、音楽をきっかけにそこから誘発されるリズムやイメージで、リズム遊び、表現

遊び、更にはごっこ遊び、造形遊びといった多様な遊びに広げていく保育を展開した。研究の

焦点となる音楽は、心地よいリズム、思わず動き出したくなるような軽快なリズムの音楽を、

子どもの生活に身近な季節・アニメ・流行・効果音など幅広い範囲から探し保育に取り入れた。 

  

 

 

 

   

              ・リズムにのって手拍子や足拍子をする。    

 

                  

                                            

                    ひょっこり              

                  ひょうたん島 

  

 

 

 

   

                            

 

 

 

  

 

 

             

    ◎ねらい 

    ・保育者や友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

    ・興味あることや楽しみを見つけ、かかわっていく。  

・思いや考えを自分なりに表現したり、友だちに伝えたりして遊ぶ 

              

図１ 『ひょっこりひょうたん島』 保育の指導計画 

 

・イメージがもてるように絵本や

紙芝居を読んだり、話したりす

る。 

・なりきって遊べるような場を作

ったり、身につける物を準備す

る。 

・子どもから出てくるアイディア

や動きを認め、思い切り動けるよ

うにする。 

・ＢＧＭを流す。 
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ほぐし 

曲の違いを感じてメドレーで踊って楽しむ。 

（2）結果と考察  ―音楽とからだの関係を焦点にして－ 

 本実践では、“音楽”に焦点をしぼり、音楽をリズム、イメージ、動きの世界への切り口の一つとし

て総合的な遊びの体験へと広げた。これらの保育を通して、子どもは音楽を聞いて、歌ったり、リズ

ムやイメージを感じてからだを動かしたり、弾んで踊ったり、多様な楽しみ方をしていた。特に、注

目したいのは、音楽にすぐにからだが反応し、動きが変わるところであり、子ども達は耳ではなく、

からだで音楽を聴いているように思われた。 

このように、音楽は、子どものからだに直接響いて、保育者の言葉かけ以上の影響力をもっており、

様々な環境との関わりの中でもリズムやイメージを誘発し動きの世界をつくる一番大きな要因である

ことが示唆された。それだけに選曲とその使い方が重要となる。いろいろな幅広い音楽を準備して、

その時々の状況に応じて使えるようにし、また既成の音楽以外にも動きを引き出す様々な音（効果音、

声、拍手、打楽器など）の活用も効果的であると思われる。 

 この時期の子どもは、言葉ではなく、からだで多くのおしゃべりをしている。その子どもの饒舌なから

だのおしゃべりをしっかり認めて、からだのおしゃべりで子どもと会話ができる保育者になること、保育

の中で子どものからだと動きに対する眼をもつことが大切である。上手に踊れることより人間の根源的な

動くことの快感とその動きが、コミュニケーションの手立てとなる。そういう動きの世界を開いていく大

きな助けとなるのが音楽である。音楽、音、リズムに対してより深い意識をもつことが重要と考える。 

 

3.2 小学校部会 

（1）授業の概要  

①公開授業 佐賀市立開成小学校 5年 39 名 単元名『リズムダンス』 

  ②研究発表 佐賀市立開成小学校 3 年 37 名 単元名『リズムダンス』 

        佐賀市立赤松小学校 5 年 32 名 単元名『リズムダンス』 

 

表２ 学習の道すじ（単元全８時間） 

     １       ２        ３        ４             ５         ６        ⑦       ８ 

                             

 

  

                                      

 

 

（2）結果と考察 

① 子どもの状況に応じた学習過程の工夫について 

  ・踊ることへの羞恥心や抵抗が強くなる高学年の子どもが、心とからだを解放し、リズムダンスの

特性に触れることができるように、子どもの学習経験や学級の雰囲気（人間関係）に応じた学習過

程をいくつか設定して実践した。表 2 は、基本となる学習過程のモデルであり、即興的な活動を

中心にすることで、子ども同士の自由な関わりの中で学習が展開できたと考えられる。 

・導入における「ほぐし」の工夫…単元の導入の段階に、音楽に合わせて遊んだりゲーム感覚で動

いたりする「ほぐし」の活動を行ったことにより、踊ることや友達と触れ合うことへの抵抗が少な

くなり、リズムダンスに初めて出会う子どももスムーズに踊る活動へ入ることができた。 

ねらい１ 曲のリズムを自分なりにとらえ、友達と

関わって自由に踊って楽しむ。 

ねらい２ 曲の特徴をとらえて動きを工夫して踊って楽しむ。 

動き方を工夫しながら一曲を繰り返し踊って楽しむ。 
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  ②子ども同士の関わりあいで進める学習活動の工夫について 

      ・ねらい１の学習で、２人組で踊ったり、様々な人数のグループで踊ったり、男女一緒に踊るなど、

多様な学習形態を意図的に仕組むことにより、友達と関わって自由に踊るリズムダンスの楽しさを知

ることができ、その中で好みの形態を自ら選択して踊ることができるようになった。また，互いに

動きを真似たり教えたりする中で、新しい動きを見つけると同時に、共に踊る仲間という意識が自

然に芽生え、人目を気にせず踊れるようになった。 

     ・毎時の終わりに「お気に入りの動き」を紹介し合うことによって、子ども達の活動の意欲が高ま

り、動きの工夫をする手がかりになった。 

 ③選曲の工夫について 

・ねらい１では，なじみのある軽快なアップテンポの音楽を使うことによって，止まらずにはずん

で踊る楽しさを味わうことができた。また，ねらい２では，リズムやテンポ，曲調などに特徴のあ

る音楽を使うことによって，子ども達は音楽に注目し，特徴にあった新しい動き見つけて踊る楽し

さを深めることができた。 

（４）今後の課題 

   ①選曲の問題・・・授業のどの場面でどんな音楽を使うかといった選曲の問題は大変重要とな

る。子ども達の発達段階やリズムダンスの学習経験に合った音楽を用意できるよう、教師は常

にアンテナを張り、色々な音楽を知る必要がある。選曲の際は、教師自身がその音楽の特徴を

どうとらえ、何を学習内容としていくかという視点から吟味していく必要がある。 

② 即興中心のリズムダンスをどう位置づけるか、また、自由に音楽にあわせて踊る授業の発展をど

う押さえていくか。リズムダンスの特性をめぐる重要な論議がなされた。 

③ 授業における子どもの自発的な学習と教師の指導性の問題・・・リズムダンスの特性を深めてい

くには、子どもの自発性を生かしつつ、教師がどう関わっていけばよいか、という学習指導の本

質に関わる大きな課題が提起された。 

 

子どもの感想 

 

「リズムダンスの学習をして」 

  私はリズムダンスの学習をして、すごくいい勉強になりました。理由はリズムダンスが始まるたびに、

「今日は何のダンスをしようかな」とワクワクしたからです。「じんじん」の音楽は♪ジンジンのとこ 

ろで、動きをすばやくするところが面白かったです。次にサンバの音楽では、♪ズンチャカチャ、ズ 

ンチャカチャのところで手を振って、足を一歩前に出す動きを見つけました。最後に「ハイホー」の音 

楽でパラパラの動きをしました。パラパラは足をツーステップに動かしながら、手を動かすのが楽しか 

ったです。いろんなことを学んだリズムダンス、もう終わってしまったけれど、いつかまたやりたいです。

とっても楽しかったです。 

  

「リズムダンスを学習して」 

 ぼくはリズムダンスを学習していろんな動きを見つけました。でも、一番よくなったのは友達関係で 

す。今までぼくは、女子とかかわったことや話したことはありませんでした。でも、このリズムダンス 

の授業で、女子も男子も関係なく踊れたし、これからも女子も男子も関係なくみんな一緒に遊んだり話 

したりできると思います。リズムダンスの授業は楽しかったし、とってもよかったと思います。 
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3.3 中学校部会 

（1）授業の概要  

①公開授業 佐賀市立城北中学校 2年 25 名（男女共習） 単元名『現代的なリズムのダンス』 

  ②研究発表 三日月町立三日月中学校 2年 36 名 単元名『現代的なリズムのダンス』 

         

（2）中学 3年間のダンス・カリキュラムの工夫 

 

・ リズムダンスと創作ダンスとの関連を押さえたカリキュラムの工夫。（リズムとイメージがクロ

スオーバーする生徒の実態を生かした混在型・混合型の授業） 

・ みんなで踊りを共有する「交流会」の演出と位置づけ。 

                        

 

 

表３ 中学３年間のダンス・カリキュラム 

 １ ２ 3 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

一
年
生 

心ほぐし 

ジャンケン 

   など 

新聞紙 格闘技

ボクシグ

柔道など 

二人組み

でミラー 

日常生活

からのデ

フォルメ 

スポーツ

でデフォ

ルメ 

 
もっと工

夫して 

 
最初と終

わりは 

 
グループ

で 

交 

流 

会 
 

二
年
生 

心ほぐし 

二人組みで 

 

先生や仲間と踊ろう 

ロック  ヒップホップ 

サンバ  リズムメドレー   

（リズムを感じて） 

選曲別グループによる活動 

（リズム・イメージ混合型） 

・曲のリズムの特徴を生かして 

・曲のイメージを生かして 

交 

流 

会 

三
年
生 

心ほぐし 

フォークダン

ス 

先生や仲

間と踊ろ

う 

 

リズム・イメージ課

題選択の活動  

リズム型 

 

リズム型を基本としていてもイメージを 

大切にする場合もあり、創作型を基本と 

していてものりを大切にする場合もある。 

 

 発

表

会 

創作型  

  ＊１年生  必修   ＊２・３年生  選択 

 

表４  単元の学習の道すじ 

 １   ２   ３   ４    ５    ６   ７    ８    ９   10 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

ねらい１ 

今できるリズムの取り方や動きで、リ

ズムにのって仲間と関わり合い、踊って

楽しむことができる。 

（各時間 1つのリズムを取り上げて） 

 

ねらい２ 

リズムの特徴や動きの特徴を生

かしながら、仲間と関わり合い、

踊って楽しむことができる。 

（選曲別グループによる活動） 

 

交 

流 

会 

 

(3) 本実践で工夫した点とその結果 

 ①学習過程の工夫 

   ・導入の段階で、ほぐしや仲間と触れ合う活動を取り入れたことでからだと心のコミュニケーシ

ョンや友達とのコミュニケーションができるようになった。 

     ・自由に即興で踊れるような時間を保障した。動く経験となるように動きのパターンを決めたも

のを取り入れた。それが動きの宝箱になった。 
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    ②交流会の演出 

・毎時のまとめとして『交流会』の場を設け、発表の仕方をメドレー形式にして、鑑賞者がメイ

ンで踊っているグループとともに踊りを共有することが出来、「発表」よりは「交流」というリ

ズムダンスの特性を生かす楽しみ方を提案することが出来た。参観の先生方と生徒が踊りで交

流しあう場面を演出し、体育館全体が踊りを共有する空間となり、大変好評であった。 

 ③選曲の工夫…リズムの分類の視点とともに、イメージを持ちやすい曲を使った。 

(4) 研究の焦点“リズムダンスと創作ダンスの関連”（研究協議より要旨の抜粋） 

―リズムとイメージのクロスオーバーという実態を前向きに捉えた授業の提案－  

本大会のテーマは、「リズム」と「リズムダンス」。人間が踊ることと「リズム」そのもの意味

を広く捉えること、その上でリズムダンスの位置づけと特性を明確にしていく必要がある。 

第一に、今回の授業で提起された“リズムダンスと創作ダンスの関連”であるが、生徒を見てい

ると、音楽のリズムに乗って動くと同時に、音楽からスポーツや対決などのイメージを描きながら

動いていることが多い。またその方が多様で個性的な動きになったりする。この現実を前向きに受

け止めて意図的に計画に取り込んだのが今回の授業である。リズムへののりを広げ、動きを膨らま

せるために曲からのイメージやフィーリングを重ねていくことを認めていこうということである。

ただし、クロスオーバーするからといって指導者側が両者を混同してはいけない。リズムダンスと

創作ダンス（表現）の違いを押さえておかなければならない。今回は、あくまでリズムのダンスの

単元として捉えている。その活動の中でイメージが重なってくる道も残そうということが混合型、

混在型の考えであり、これは生徒の実態や男女共習を考えても今後注目したい提案である。 

リズムダンスの授業で、教師が振りを与えてしまったり、難しい作品づくり・動きづくりづくり

に追い込む授業をよく見るが、リズムダンスはあくまでも「踊る快感」をベースにしたい。また、

創作ダンスでは「イメージと動き」の関わり、リズムダンスでは「音のリズムと動き」の関わり、

という工夫のしどころに違いはあるが、どちらも「自由なダンス」であることが共通している。リ

ズムダンスは何を教えるのか、学習の深まりは何かを明確にしながら進めるべきである。 

 

3.4 高等学校部会 

（1）授業の概要  

①公開授業 佐賀県立佐賀北高等学校 2 年 80 名 単元名『現代的なリズムのダンス』 

  ②研究発表 佐賀県立佐賀北高等学校 1年 38 名 単元名『現代的なリズムのダンス』 

佐賀県立厳木高等学校  3 学年女子各クラス約 40 名 ダンスの交流授業 

            2 年男女 20 名       ダンスの交流授業 

（２）結果と考察 

  ①単元計画・学習過程の工夫 

   ・３つのジャンルのリズムを体験できるようにした。ロック、サンバはダンスの経験がなくて

も楽しめる授業はできるが、ヒップホップは技能がいる。指導者が新しい技能を身につけ新

しい授業に挑戦していくことが必要となる。 

    ・リズムや空間の「くずし」を工夫することで、動きや友達との関わりに変化が生まれ、踊る

楽しさが増した。今回、工夫の視点として注目したリズムへの「のり」と「くずし」をリ

ズムダンスの特性との関係でより明確にしていく必要がある。 

  ②指導・支援の工夫 
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   ・本授業では、男女の先生によるTeam-Tearchingで進められたが、男性教師が生徒と一緒に踊ること

で、踊りやすい雰囲気を作るクッション役となり、生徒の踊る意欲を高める役割をしていた。 

    ・動きのきっかけになるように簡単な定形のステップを提示したことで、動き出しはスムーズ

であったが、後半の生徒自身による自由な動き作りを狭めてしまい、ここに課題が残った。 

・生徒の好みを大切にしつつ、リズムの特徴が分かりやすい曲を選ぶことで、生徒がのって踊

った。常設のビデオを自分たちのダンスを見ることによって、踊る意欲が高まった。 

 

  表５    高校3年間のダンス・カリキュラム（佐賀県立佐賀北高等学校 ）                         

  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15  

 １ オリエンテーション  ロック サンバの ヒップホ  小作品つくり 交 ま  

 年 体ほぐし のリズム リズムに ップのリ ひとまとまり 流 と  

    フォークダンス にのって のって踊 ズムにの の動きをつく 会 め  

    ゲーム 踊る る って踊る る    

          

 ２ オリエン ロ ヒ ヒ ３ ダ  発  

 年 テーショ ッ ッ ッ つ ン     作品づくり 表  

  ン ク プ プ の ス  会  

  体ほぐし ・ ホ ホ ジ 発 ・グルーピング   

   サ ッ ッ ャ 表 ・選曲   

   ン プ プ ン 交 ・動きづくり   

   バ   ル 流 ・踊り込み   

     会    

   のって踊 くずして     

   る 工夫する     

 ３ オリエン ロック ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ  自分のやりたいダンスや進路（幼児 発  

 年 テーショ サンバ ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ 教育、介護福祉等）につながるダン 表  

  ン ヒップホ 社交ダンス スの作品づ くり 会  

  体ほぐし ップ     

  

（4）ダンスの交流授業の実践 －リズムダンスを通して－ 

 表６  交流授業の概要 

  科 目   開始年度 年間交流回数   対象者   交流対象者  

教科体育 平成９年より 各クラス １～３年 女子 地域の方  々  

 「ダンス」 毎年 １回 各クラス約40名 20～30名  

   （３年はグループ）   

学校設定科目 平成11年～ ６～９回 ２年   男女約20名 佐賀県立金立養護学校  

「体育概論」 13年  （うち２～５名が女子） 高等部約20名  

 ダンスに興味関心が薄く、動きが停滞しがちな生徒が、地域で活動されるリズムダンスサークルの

方々のエネルギッシュで明るく温かい雰囲気の中で、共に笑顔で楽しそうに踊っている姿が見られた。

その後の生徒達ののりがよくなった。また、生涯体育・スポーツへの啓発に効果があった。 

［地域の方々との交流後のアンケートより］                                       

・居心地がいい空間だった。楽しく踊れた。  

・おばさん達の笑顔とパワーにいつの間にか引き込まれていた。楽しかった。またしたい。  
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・地域の方と幼稚園児と３人組で幅広い年齢層で一つになって踊れたのがよかった。  

・年齢は重ねてもあんなふうに元気でダンスをされていたからかっこいいと思った。  

・運動して楽しむことは大切だと思った。 ・お年寄りに楽しんでもらって私も楽しかった。  

・幼稚園の先生もいいな。  

  

3.5 特殊教育諸学校部会 

（1）授業の概要  

①公開授業 佐賀県立大和養護学校  小学部 3・4・5・6 年 37 名 「グループ体育」の授業 

本校小学部では、体育の授業を学年ひとまとまりとした学習集団で進めてきたが、障害の程度や

個人の能力差により対応できるように、平成 13 年度より課題別グループによる「グループ体育」 

の実践に取り組んでいる。今回の公開授業では、以下の 3 つの課題別グループの授業を行った。 

 

1）ルールのあるゲームグループ 単元名「力をあわせてゴール」 

2）基本の運動グループ  単元名「アンパンマンワールドで思い切りからだを動かそう」 

 3）感覚運動グループ  単元名「ゆらゆら遊びをしよう」 

本実践の内容は、ダンスあるいはリズムダンスではないが、各グループとも子どもの馴染みの深

い音楽を活動の導入や切り替え時に使用した。音楽が流れ始めると自然にリズミカルにからだを動

かす子どもが多く、活動を楽しく行う雰囲気作りや流れを作るのに大変有効であった。 

  ②研究発表  

・佐賀県立大和養護学校  高等部 12 名 選択制授業におけるリズムダンス 

       単元名「みんなと いっしょに レッツダンス！」（リズムダンス年間 18 時間） 

 ・佐賀県立北部養護学校  高等部 重複障害児 1 名  体育の実践 

「一人ひとりが明るく元気に心豊かに学校生活を送るために」－Ｉさんの指導を通して－ 

（2）結果と考察 

   ①一人ひとりの思いを大切にする場の設定 

    ・興味や関心に合った場を選ぶ事ができ、のびのびと授業に参加することができた。 

    ・児童間の関わりが増え、友達の広がりが見られ、意欲的に活動により組むようになった。 

 

3.6 短大・大学部会 

（1）公開授業 佐賀女子短期大学 1年 40 名 幼児体育 題材「どんぐり山へ行こう」 

①心とからだを弾けさせる学習過程 

   ・思考の経過や流れに無理なく訴えかけていて、自由でひとつしかない表現が見られた。 

   ・一つひとつの活動に評価が与えられ、自信を与えることになっていた。 

    ・自然な動きに根ざした心をほぐせる定型の動きの体験の積み重ねが、「リズムが心とからだ

をほぐしてくれる」ようになっていた。 

  ②授業の雰囲気はよかったが、学生自らが気付くことと教師が与えてしまうことの兼ね合いが難しい

という課題が残された 

（2）研究発表「リズムダンス・考」 佐賀大学 原田奈名子   

本研究発表は、研究のテーマである「リズム」「リズムダンス」に対する疑問や課題を自問自答形式

で整理したものであり、リズムダンスの実践に関わる本質的な理論と貴重な問題提起となった。 
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以下に、その要点のみ挙げる。 

・リズムダンスの名称と学習指導要領への導入 

・どんなダンスか？ リズムダンスに関する先行的な実践の内容からその特性を明確にする 

・リズムダンスと他のダンスとの違いは？ リズムの位置づけは？ 

・リズムとは何か？ 「リズム」という語についての理論的な枠組み 

・リズムにのって踊るとは？ 「繰り返し」とリズムの「意図的なくずし」 

最後に、①「意図的なくずし」の捉え直し ②発育・発達にふさわしいリズムとは ③民俗芸能との

関連をめぐり、「リズムの始源性」との関係から内容と指導法のさらなる検討が急務であると問題点を

明確にした。重要なことは、リズムダンスでは「踊る快感」（「快」という感情）をベースとすること、

その上で「リズムにのる」という内実を明らかにしていくことである。 

 

 3.7 社会体育部会 

（1）公開活動  佐賀県リズムダンス研究会（合同グループ） 70 名  

テーマ「動いて・笑って・仲間になって」 指導者 千綿由美子 

  ①動く喜びを味わうこと 

    ・分かりやすい説明を聞きながら、インストラクターと一緒に踊ることで、いつの間にかリズ

ムにのって動く喜びを味わうことができた。 

   ・インストラクターの言葉かけで、思わず笑顔がこぼれ、仲間ととけ込む心地よさを感じた。 

   ・曲を通して仲間と一緒に踊る喜びを感じた。 

  ②ダンスを通して自己表現できる場の保障 

   ・始めの動きからグループで変化をさせたり、発表会に出たりする中で、自分なりの表現をし

て楽しむことができた。 

（2）研究発表 佐賀県リズムダンス研究会 古賀旬子  

 「特別養護老人ホームにおけるリズムダンスの実践」 

 特別養護老人ホームのデイサービスセンターでの実践。流行の歌に合わせて楽しく踊れる動きをつ

くり、踊れる曲のレパートリーも増え、利用者に喜ばれている。この他に、転倒骨折予防や、痴呆予

防といった介護予防の実践に取り組んでいる。施設内でのゲームや歌、体操にはなかなか参加しない

人でも、椅子に座ったまま動くリズムダンス気軽に楽しめる運動として人気がある。 

高齢者には、膝の痛い方、腰の曲がった方、歩行の困難な方等、さまざまな痛みや障害を持ってい

る人が多いので、決して無理せず、ゆっくりと楽しみながら動いてもらい、この次も「また来たいな」

と思って帰っていただく事が一番大切だと考える。今後も、様々なニーズに対応できるように日々実

践していきたい。 

 〔感想より〕リズムダンスの中から生まれる・喜び・自信・変容 

○いつも青春気分を頂いて有り難うございます。入会したときは、５４～５５歳でした。回りの人に「若いね、 

よく続くね」と、うらやましさか、冷やかしか、の言葉も何のその、若い人や、子供や孫とも共通の話が出来 

るので幸せです。まだ当分踊っていたいです。リズムにのれる自分が、すごく自慢です。 － ７０歳 －  

○何事にも消極的だった私が、友人に誘われ、何となく参加して、ダンス歴十数年。 

◎私にとっての収穫は、まず、自分を出せるようになったことです。 

◎同窓会や地域行事等で、一緒に踊れるようになった。 

ここまで私を変えてくれたリズムダンスに感謝しています。  － ６５歳 － 
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４．発達を縦断的に捉えた考察 

4.1 リズムダンスの特性（楽しさ）と位置づけ 

これまで、保育園・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特殊教、短大・大学、社会体育という 7

つの部会の実践結果を述べてきたが、ここでは、これらの結果を縦断的に捉えてまとめてみたい。 

本研究の対象となったのは、幼児から高齢者までリズムダンスを中心とした約 20 の実践である。 

これらの実践全体を通して、年齢・性別・条件の違いを超えて共通に体験できたのが「リズムにのっ

て踊る楽しさ」と「リズムを共有し他者と交流して踊る楽しさ」であった。この２つの楽しさは、言

い換えれば、リズムによって誘発される「律動の快感」であり、リズムがつなぐ人と人とのコミュニ

ケーションの楽しさである。発達によって、動きや他者との関わり方は異なっていても、このような

人間にとっての始原的な｢踊る快感｣がリズムダンスのベースとして重要であることが、今回の幅広い

年齢層の対象者の踊る姿から改めて確認できたことは意味深いと考える。 

では、発達を通したダンス・カリキュラムにおいて、リズムダンスの学習はどのように位置付けら

れ、つながっていくのであろうか。本研究を通して次のようにまとめられる。 

保育園・幼稚園(小学校低学年まで含む)では、まさに言語よりもからだでコミュニケーションしあ

い、「からだが弾み心が弾む」自体を楽しんでいる子どもに、リズムとイメージ(表現)を分けずに、音

をからだと心で感じて律動的に弾んで踊る楽しさを体感させたい。小学校中・高学年では、リズムに

のって即興的に自由に友達と関わりあって踊る体験を中心に、単独単元としてリズムダンスの授業を

組んでいく。中学校・高等学校では、即興的な踊りを大切にしながら、ヒップホップを加えたいろい

ろなリズムの違いを楽しみ、好みのリズムや音楽にこだわってオリジナルダンスを工夫していくよう

に学習を発展させる。特殊教育諸学校では、障害の程度による一人一人の違いを生かしながら持って

いる力でからだを動かす喜びを感じられるように、広い内容の中で音を感じリズムを感じて踊る楽し

さを体験させる。これはとりもなおさず、幅広い年齢や様々な条件の人々を対象とする社会体育につ

ながることでもある。社会体育では、ダンスをかけがえのない喜びとしてとして生活の中で楽しみ自

発的に実践していけるように活動を組んでいくことが重要となる。 

 

4―2 発達を通したリズムダンスの学習内容 －実践で取り上げたリズムと選曲－ 

リズムダンスでは、どんなリズムの音楽を取り上げるかが学習内容のめやすとなり、選曲は授業づ

くりのカギとなる。今回の実践においても多くの学校が選曲の工夫を研究の重点にしており、また、

今後の課題としても選曲の問題が多く挙げられていた。 

表丸は、７つの部会の実践において取り上げた音楽・リズムの種類と実際に使用した主な曲名の例

をまとめたものである。 

全体を通しての傾向は、発達を問わず、まず心とからだが弾むように軽快なロックのリズムの曲が

多く、弾んで踊れるようなアップテンポ(140 から 150 拍／分)程度のテンポの曲がのりやすく、踊り

やすい。これらのリズムとテンポは、からだと心を弾ませ、「律動の快感」を誘発しやすいからである。 

 特に、ロックやサンバのリズムの曲は、年齢を問わず人気があって初心者にも踊りやすいリズムで

あり、特に小学生にふさわしい。小学校高学年からは、今流行の最新のリズムであるヒップホップの

リズムの曲も好むようになり、ヒップポップ特有の縦のりも可能となる。特殊教育諸学校、短大・大

学、社会体育になるとイメージを持って踊ることが楽しみのひとつと考えられ、流行している音楽、

とりわけバラード調の曲も好まれる。 
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 表７ 各部会で取り上げたリズム・音楽と使用曲の例   
 リズムの種類・曲の特徴    おもな使用曲の例 

 

幼稚園 

保育園 

軽快なテンポのロックのリズム 

・子ども達が口ずさみながら動くことが出来る曲 

・アップテンポで思わずからだが弾む曲 

・季節や生活に密着した身近な曲 

ひょっこりひょうたん島、 

忍風戦隊ハリケンジャー 

おさかな天国 

ジングルベル、赤鼻のトナカイ 

 

 

小学校 

軽快なテンポのロックのリズム 

陽気なサンバのリズム 

・アップテンポでからだが弾む曲 

・口ずさみながら、友達と一緒に歌って踊れる曲 

・ビートがはっきりしていて変化に富んだ曲 

WE ARE THE CHAMP NIPPON 

みんなでＷＡ―ハッハ、じんじん 

フットルース、マカレナ、ＦＩＲＥ 

いきまっしょい、アゲハ蝶 

ＭＵＧＥＮＮ、上海ハニー 

 

中学校 

様々なテンポと曲調のロックのリズム 

陽気なサンバのリズム 

ゆっくりでビートの強いヒップホップのリズム 

・弾んで踊ったり、アクセントを取りやすい曲 

・ビートがあってイメージが湧きやすい曲 

波乗りジョニー 

フラワー、タイミング 

サンバ・ＤＥ・ジャネイロ 

中学校編ダンスＣＤ ヒップホップ１番 

 

高等学校 

ロックのリズムの特徴が分かりやすい 

サンバのリズムにのって思わず踊り出す 

ヒップホップのリズムにのって踊りやすい 

ＤＵＢ―Ｉ―ＤＵＢ 

恋ｄｅボンバー愛ｄｅボンバー 

Ｉ ＬＯＶＥ ＨＩＰＨＯＰ よる☆かぜ 

特殊教育 

諸学校 

いつも聞いていて思わず動きが出てくる 

映像と曲からイメージが持ちやすい 

合いの手が入り、ウキウキしてしまう 

アイ～ン体操、ＭＵＧＥＮ 

ひょっこりひょうたん島 

「お江戸でござる」「笑点」テーマ曲 

 

短大・大学 

流れに合わせて動きの変化が出てくる 

心地よいロックのリズムで思わず、からだが動き出

す、ビートがはっきりしている 

ロックのリズムで、繰り返しがある 

どんぐりころころ 

シェリーにくちづけ 

take me up , one more time 

can you feel it, everybody’s on the beat 

 

社会体育 

ロックの軽快なリズムで踊りやすく、言葉からイメ

ージが湧き、動きやすい 

ロックのリズムで、口ずさみながら踊れる 

ビートがはっきりしていて動きやすい 

ビームス「季節の旅立ち」、佐賀の米祭り唄 

 

世界に一つだけの歌、心の旅、さらば、室蘭

JaMoNo、無詩、フットルース、True blue  

 

表８ 各部会における指導の重点と課題(研究の焦点)  

 指 導 の 重 点（大切にしたい点） 課 題  (研究の焦点) 

幼稚園 

保育園 

・心もからだも弾むような場作りをしたい 

・自由な遊びを保障する環境作りをしたい 

・音楽とからだの関係 

・一人ひとりの思いや姿を大切にする関わり方 

 

 

小学校 

・色々なリズムの特徴のある曲を体験させたい 

・自由に即興で踊る楽しさを味わわせたい 

・友だちと関わって踊る楽しさを体験させたい 

 

・子どもの自発性と教師の指導性の関連 

・どの場面でどの音楽を使うのか 選曲の重要性    

・リズムダンスの学習内容の明確化、音楽の特徴をど

うとらえるのか 

 

中学校 

心もからだも柔軟にし、色々な友だちの動き

を真似したり感じ合って踊ったりする楽しさを

味わわせたい 

・リズムダンスと創作ダンスとの関連 

・交流会の可能性 

 

高等学校 

音楽のリズムの特徴を捉えて、好きな音楽を

選び、友だちと関わりながら踊る楽しさを味わ

わせたい 

・生徒同士がより関わり合う学習過程 

・指導者としての資質向上  

・提示する動きから生徒の自由な動きへのつながり 

特殊教育 

諸学校 

・思いっきりからだを動かせるようにさせたい 

・やりたい活動を選んでできるようにさせたい 

 

・個に応じたグループ体育のあり方 

・一人ひとりの実態に合わせた支援方法 

 

短大・大学 

音楽から感じた動きや気持ちを大切にし、踊

って友だちに伝える楽しさを味わわせたい 

 

・学生の主体性と教師の指導性の関連 

・基礎的な技能を高める学習過程 

・人間が踊るという根源的な体験の重要性 

 

社会体育 

リズムにのってからだを動かす楽しさや色々

な人と関わりながら踊る楽しさを味わわせたい 

 

・会員を維持・拡大の方法 

・経験や年齢の差がある受講者が満足できるような活

動過程の工夫   
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５． まとめ 

本研究では、心とからだを開き、リズムにのせて「心とからだを弾ませる」リズムダンスの魅力（特

性）を捉え直すとともに、幼児から高齢者までの幅広い年齢層を対象とした縦断的な実践を通して、

ダンス・カリキュラムにおけるリズムダンスの意義と位置づけを明らかにしてきた。 

 リズムダンスの魅力(特性)は、「リズムにのって踊る楽しさ」と「リズムを共有して他者と交流して

踊る楽しさ」にあり、これらは、人間にとって始原的な｢踊る快感｣に根ざしていることが改めて確認

できた。更に、｢リズム｣は、踊る快感情を誘発するとともに、自己の心とからだをつなぎ、人と人と

をつなぐ接着剤的な役割を持ち、人間存在、生命感と大きく関わって、その意義と可能性は計り知れ

ない。 

このように、リズムダンスは、｢人は何故踊るのか？｣というダンスの本質的な問いと関わって、 

｢踊る原点｣として全てのダンスのベースにあると位置付けたい。したがって、その学習指導において

は、単に流行のダンススタイルや動き方をいう前に、こうしたリズムダンスの本質に関わる考え方(思

想)を持つことが重要である。 

第二に、リズムダンスの「リズムを共有して他者と交流して踊る楽しさ」、すなわち、人と人とをつ

なぐコミュニケーションとしてのリズムダンスの可能性について触れたい。幼児期の子どもは、から

だを通して語り合える(これがまさに踊りの世界であるが)が、年齢が進むに連れて、男女を意識し、

他者とのかかわりに対してバリアを張り、ダンスに対して偏見を持つようになることさえ起こってく

る。携帯やメールに象徴される間接的ナコミュニケーションばかりが増えて、｢生身のからだによるコ

ミュニケーション｣はますます減少している。 

リズムダンスは、こうした子どもたち同士が気軽に楽しくコミュニケーションを図る上で効果的で

あり、より良い人間関係をつくることができるということが今回の研究でも実証された。音楽を通し

て動きが生まれたり伝わったりする中で、お互いをからだで感じ、リズムと踊る楽しさを共有するこ

とで、固いバリアをはずし人間関係がより深まると考えられる。特殊教育諸学校の子どもは音楽で動

きが定着したり意欲を持って活動したりすることができた。短大・大学の学生は、中高生と同じよう

にダンスを通してコミュニケーションしながら、踊り作る喜びも大いに味わっていた。見たり見られ

たりする中で自分が分かって来るのだと思われる。社会体育に至っては、週に１回仲間に会い、踊る

ことが生き甲斐となっている。踊ることで笑顔が増え、家族まで幸せと感じられるようになり、周囲

の人々に応援さえされている。リズムダンスには、このような意義と可能性があることを今回改めて

強く感じたが、一方、教育現場では、基礎・基本の学習が叫ばれ、机の上での積み重ねの学習を強い

られている状況であり、リズムダンスの特性と学習内容をきちんと押し出さない限り、体育の授業に

おけるリズムダンスの存在すら危ういかも知れない。 

未来に生きる子どもたちに、リズムダンスで何を教え、育てようとするのか？ 踊りは常に、時代(そ

こに生きた人 )々が創出し、時代に愛されれば生き続け発展し、反対の場合は衰退する。とりわけ時代

の｢今｣を反映するリズムダンスは、流行に流されやすい。あの｢パラパラ｣のようにである。 

リズムダンスが、現代という時代のニーズにあった文化として、その体験が何を残しうるのか。ダ

ンスの始原的な快感情を保障しながら、生涯にわたってダンスを愛し、新しいダンス文化を創出でき

るような力を育んでいかなければならない。まだまだ模索の研究は続く。 
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ほぐし 

曲の違いを感じてメドレーで踊って楽しむ。 

図表のコピー 

表１ 各部会の実践対象と期間   

 対 象 校  対 象 

 

 実 践 の 期 間 

 

幼稚園 

保育園 

 

佐賀女子短期大学付属ふたば幼稚園  

岩松保育園 

 

４歳児  24名 

４歳児 

 

10／6～11／28 29時間 

年間を通して 

小

小学校 

 

佐賀市立開成小学校 

 

佐賀市立赤松小学校 

５年生 39名 

３年生 37名 

５年生 32名 

10／8～11／7 8時間 

11／8～11／30 5時間 

5／6～ 5／30 6時間 

 

中学校 

 

佐賀市立城北中学校  

 

三日月町立三日月中学校 

 

２年生 25名 

＊前半・後半クラス 

２年生 36名 

9／17～11／7 10時間 

 

9／10～10／30 必修 10時間 

 

高等 

学校 

佐賀県立佐賀北高等学校    

 

佐賀県立厳木高等学校 

 

２年生 80名 

１年生 38名 

３年生 

10／20～12／12 18時間 

9／16～10／10 

10／13～12／18 交流 

 

養護 

学校 

佐賀県立大和養護学校  

 

佐賀北部養護学校 

小学部 37名 

後頭部 12名 

重複  １名 

4／17～7／11 30時間 

週２回 木・金曜日 

9／11～11／7 20時間 

 

短大・ 

大学 

佐賀女子短期大学  

 

佐賀短期大学 

１年生 40名 

 

２年生 40名 

10／1～10／31 ４時間 

5／12～5／26 ４時間 

5／10～5／26 ４時間 

社会 

体育 

佐賀県リズムダンス研究会 

社会体育グループ 

アップルパイ，金立，巨勢 他 

70名 他 

 

1年間 週４回（１回１，５時間） 

10年～13年間の 経験あり 

  

表２ 学習の道すじ（単元全８時間） 

     １       ２        ３        ４             ５         ６        ⑦       ８ 

                             

 

  

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい１ 曲のリズムを自分なりにとらえ、友達と

関わって自由に踊って楽しむ。 

ねらい２ 曲の特徴をとらえて動きを工夫して踊って楽しむ。 

動き方を工夫しながら一曲を繰り返し踊って楽しむ。 
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表３ 中学３年間のダンス・カリキュラム 

 １ ２ 3 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

一
年
生 

心ほぐし 

ジャンケン 

   など 

新聞紙 格闘技

ボクシグ

柔道など 

二人組み

でミラー 

日常生活

からのデ

フォルメ 

スポーツ

でデフォ

ルメ 

 
もっと工

夫して 

 
最初と終

わりは 

 
グループ

で 

交 

流 

会 
 

二
年
生 

心ほぐし 

二人組みで 

 

先生や仲間と踊ろう 

ロック  ヒップホップ 

サンバ  リズムメドレー   

（リズムを感じて） 

選曲別グループによる活動 

（リズム・イメージ混合型） 

・曲のリズムの特徴を生かして 

・曲のイメージを生かして 

交 

流 

会 

三
年
生 

心ほぐし 

フォークダン

ス 

先生や仲

間と踊ろ

う 

 

リズム・イメージ課

題選択の活動  

リズム型 

 

リズム型を基本としていてもイメージを 

大切にする場合もあり、創作型を基本と 

していてものりを大切にする場合もある。 

 

 発

表

会 

創作型  

  ＊１年生  必修   ＊２・３年生  選択 

 

表４  単元の学習の道すじ 

 １   ２   ３   ４    ５    ６   ７    ８    ９   10 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

ねらい１ 

今できるリズムの取り方や動きで、リ

ズムにのって仲間と関わり合い、踊って

楽しむことができる。 

（各時間 1つのリズムを取り上げて） 

 

ねらい２ 

リズムの特徴や動きの特徴を生

かしながら、仲間と関わり合い、

踊って楽しむことができる。 

（選曲別グループによる活動） 

 

交 

流 

会 
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 表５    高校3年間のダンス・カリキュラム（佐賀県立佐賀北高等学校 ）                         

  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15  

 １ オリエンテーション  ロック サンバの ヒップホ  小作品つくり 交 ま  

 年 体ほぐし のリズム リズムに ップのリ ひとまとまり 流 と  

    フォークダンス にのって のって踊 ズムにの の動きをつく 会 め  

    ゲーム 踊る る って踊る る    

          

 ２ オリエン ロ ヒ ヒ ３ ダ  発  

 年 テーショ ッ ッ ッ つ ン     作品づくり 表  

  ン ク プ プ の ス  会  

  体ほぐし ・ ホ ホ ジ 発 ・グルーピング   

   サ ッ ッ ャ 表 ・選曲   

   ン プ プ ン 交 ・動きづくり   

   バ   ル 流 ・踊り込み   

     会    

   のって踊 くずして     

   る 工夫する     

 ３ オリエン ロック ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ  自分のやりたいダンスや進路（幼児 発  

 年 テーショ サンバ ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ 教育、介護福祉等）につながるダン 表  

  ン ヒップホ 社交ダンス スの作品づ くり 会  

  体ほぐし ップ     

  

 

 表６  交流授業の概要 

  科 目   開始年度 年間交流回数   対象者   交流対象者  

教科体育 平成９年より 各クラス １～３年 女子 地域の方  々  

 「ダンス」 毎年 １回 各クラス約40名 20～30名  

   （３年はグループ）   

学校設定科目 平成11年～ ６～９回 ２年   男女約20名 佐賀県立金立養護学校  

「体育概論」 13年  （うち２～５名が女子） 高等部約20名  
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 表７ 各部会で取り上げたリズム・音楽と使用曲の例   
 リズムの種類・曲の特徴    おもな使用曲の例 

 

幼稚園 

保育園 

軽快なテンポのロックのリズム 

・子ども達が口ずさみながら動くことが出来る曲 

・アップテンポで思わずからだが弾む曲 

・季節や生活に密着した身近な曲 

ひょっこりひょうたん島、 

忍風戦隊ハリケンジャー 

おさかな天国 

ジングルベル、赤鼻のトナカイ 

 

 

小学校 

軽快なテンポのロックのリズム 

陽気なサンバのリズム 

・アップテンポでからだが弾む曲 

・口ずさみながら、友達と一緒に歌って踊れる曲 

・ビートがはっきりしていて変化に富んだ曲 

WE ARE THE CHAMP NIPPON 

みんなでＷＡ―ハッハ、じんじん 

フットルース、マカレナ、ＦＩＲＥ 

いきまっしょい、アゲハ蝶 

ＭＵＧＥＮＮ、上海ハニー 

 

中学校 

様々なテンポと曲調のロックのリズム 

陽気なサンバのリズム 

ゆっくりでビートの強いヒップホップのリズム 

・弾んで踊ったり、アクセントを取りやすい曲 

・ビートがあってイメージが湧きやすい曲 

波乗りジョニー 

フラワー、タイミング 

サンバ・ＤＥ・ジャネイロ 

中学校編ダンスＣＤ ヒップホップ１番 

 

高等学校 

ロックのリズムの特徴が分かりやすい 

サンバのリズムにのって思わず踊り出す 

ヒップホップのリズムにのって踊りやすい 

ＤＵＢ―Ｉ―ＤＵＢ 

恋ｄｅボンバー愛ｄｅボンバー 

Ｉ ＬＯＶＥ ＨＩＰＨＯＰ よる☆かぜ 

特殊教育 

諸学校 

いつも聞いていて思わず動きが出てくる 

映像と曲からイメージが持ちやすい 

合いの手が入り、ウキウキしてしまう 

アイ～ン体操、ＭＵＧＥＮ 

ひょっこりひょうたん島 

「お江戸でござる」「笑点」テーマ曲 

 

短大・大学 

流れに合わせて動きの変化が出てくる 

心地よいロックのリズムで思わず、からだが動き出

す、ビートがはっきりしている 

ロックのリズムで、繰り返しがある 

どんぐりころころ 

シェリーにくちづけ 

take me up , one more time 

can you feel it, everybody’s on the beat 

 

社会体育 

ロックの軽快なリズムで踊りやすく、言葉からイメ

ージが湧き、動きやすい 

ロックのリズムで、口ずさみながら踊れる 

ビートがはっきりしていて動きやすい 

ビームス「季節の旅立ち」、佐賀の米祭り唄 

 

世界に一つだけの歌、心の旅、さらば、室蘭

JaMoNo、無詩、フットルース、True blue  

 

表８ 各部会における指導の重点と課題(研究の焦点)  

 指 導 の 重 点（大切にしたい点） 課 題  (研究の焦点) 

幼稚園 

保育園 

・心もからだも弾むような場作りをしたい 

・自由な遊びを保障する環境作りをしたい 

・音楽とからだの関係 

・一人ひとりの思いや姿を大切にする関わり方 

 

 

小学校 

・色々なリズムの特徴のある曲を体験させたい 

・自由に即興で踊る楽しさを味わわせたい 

・友だちと関わって踊る楽しさを体験させたい 

 

・子どもの自発性と教師の指導性の関連 

・どの場面でどの音楽を使うのか 選曲の重要性    

・リズムダンスの学習内容の明確化、音楽の特徴をど

うとらえるのか 

 

中学校 

心もからだも柔軟にし、色々な友だちの動き

を真似したり感じ合って踊ったりする楽しさを

味わわせたい 

・リズムダンスと創作ダンスとの関連 

・交流会の可能性 

 

高等学校 

音楽のリズムの特徴を捉えて、好きな音楽を

選び、友だちと関わりながら踊る楽しさを味わ

わせたい 

・生徒同士がより関わり合う学習過程 

・指導者としての資質向上  

・提示する動きから生徒の自由な動きへのつながり 

特殊教育 

諸学校 

・思いっきりからだを動かせるようにさせたい 

・やりたい活動を選んでできるようにさせたい 

 

・個に応じたグループ体育のあり方 

・一人ひとりの実態に合わせた支援方法 

 

短大・大学 

音楽から感じた動きや気持ちを大切にし、踊

って友だちに伝える楽しさを味わわせたい 

 

・学生の主体性と教師の指導性の関連 

・基礎的な技能を高める学習過程 

・人間が踊るという根源的な体験の重要性 

 

社会体育 

リズムにのってからだを動かす楽しさや色々

な人と関わりながら踊る楽しさを味わわせたい 

 

・会員を維持・拡大の方法 

・経験や年齢の差がある受講者が満足できるような活

動過程の工夫   
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ごっこ遊び 

・ 海賊ごっこ 

・ 探検ごっこ 

（宝探し、虫探し） 

表現遊び 

・ 曲のお話に沿って、 

いろいろなものに変身してな

りきって踊る。 

（波・海の生き物・海賊・ 

船長） 

 リズム遊び 

・『ひょっこりひょうたん島』の音楽に合わ

せて弾んで踊る。 ・歌をうたう。 

 

造形遊び 

・ 衣装作り 

・ 変身グッズ作り 

（剣、双眼鏡、望遠鏡、眼帯） 

・ 宝作り（宝物、宝箱、地図） 

・ 魚、釣竿作り 

・ 船、島、海作り 

・ 砂、水遊び 

・  

・  

 

 

・すぐに遊びだせるような環境

を準備する。 

・一人ひとりの思いや考えを受

けとめる。 

・友だちと一緒に遊びを楽しめ

るようにかかわっていく。 

 

 

 

 

   

              ・リズムにのって手拍子や足拍子をする。    

 

                  

                                            

                    ひょっこり              

                  ひょうたん島 

  

 

 

 

   

                            

 

 

 

  

 

 

             

    ◎ねらい 

    ・保育者や友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

    ・興味あることや楽しみを見つけ、かかわっていく。  

・思いや考えを自分なりに表現したり、友だちに伝えたりして遊ぶ 

              

図１ 『ひょっこりひょうたん島』 保育の指導計画 

 

 

・イメージがもてるように絵本や

紙芝居を読んだり、話したりす

る。 

・なりきって遊べるような場を作

ったり、身につける物を準備す

る。 

・子どもから出てくるアイディア

や動きを認め、思い切り動けるよ

うにする。 

・ＢＧＭを流す。 


